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Ⅰ-1：DHの運航および安全管理体制
「ドクターヘリの安全運航のための取組 について」：平成30年7月25日：医政地発0725第3号
「ドクターヘリの安全な運用・運航のための基準（令和4年度改訂版）」日本航空医療学会

運航会社

DH基地病院

消防機関

委託

国

都道府県（事業者） DH運航調整委員会

地域医師会

安全管理部会
連携

連携

補助金

委託

・運航調整委員会：ＤＨの運航に係る事業の実施、関係諸機関との運営に関する
調整、地域住民への普及啓発等を行う。
・安全管理部会：同委員会に設置して、安全管理に関する調査・検討を実施。

市町村

警察



Ⅰ-2：DHの運用に直接関わる職種と主な役割
「ドクターヘリの安全運航のための取組 について」：平成30年7月25日：医政地発主な0725第3号

「ドクターヘリの安全な運用・運航のための基準（令和4年度改訂版）」日本航空医療学会

統括 ドクターヘリ医療統括責任者（メディカル・ディレクター）

ドクターヘリの安全運航と地域の病院前救急診療
において円滑な運用を行う上での統括責任者

職種 搭乗医師 搭乗看護師 CS（運航管理
者等）

操縦士 整備士

主な
役割

・DHに搭乗し、
現場・搬送中の
診療を行う。
・行われる医療
全体に責任を
持つ。

・DHに搭乗し、
医師の指示に
基づき、現場・
搬送中の診療
に従事。

・飛行計画の立
案、
・運航管理業務、
・関係機関との
連絡調整を行う。

・安全確実な飛
行の実施につ
いて最高の権
限を有し、
・飛行可否を判
断する。

・機体と装備品
の維持・整備、
・地上の安全
管理、
・飛行中の操
縦士の補佐を
行う。

配置 医療機関 運航会社



Ⅱ-1：整備士に関する課題：
DH搭乗整備士の業務と代替性について

主な業務 ➀搭乗整備士
（確認整備士）

➁基地の整備士
（確認整備士）

➂副操縦士
（操縦士2名）

➃その他の訓
練された者**

・飛行前の点検
・基準適合性の確認

〇
◎

〇
◎

△
✕

△
✕

・飛行間の点検
・軽微な修理と基準適合
性の確認

〇
◎

✕
✕＊

△
✕

△
✕

・飛行後の点検
・基準適合性の確認

〇
◎

〇
◎

△
✕

△
✕

・操縦士の補佐 〇 ✕＊ △ △

・地上（臨時離着陸場）
の安全確認

〇 ✕＊ △ △

・搬送患者の搬入・搬出 〇 ✕＊ △ △

・患者搬送の補助 〇 ✕＊ △ △

◎業務独占。赤字：遠方では代替機/他DHの支援等が必要。＊場所が離れるため代替できない。
△整備規程等による要件を満たしている場合。 **EU（EASA）ではHEMS-TCという職種。



Ⅱ-2：整備士・操縦士不足への対策例
令和7年度厚生労働行政推進調査事業費補助金

各地域救急医療体制におけるドクターヘリの適正運用と安全運航に関する研究
資料2：ドクターヘリ事業の課題とその対策

専門人材確
保の支援

ヘリ操縦士・整備士の教
育・資取得後の訓練支援

・学生・訓練者への奨学金
・公的機関による整備士育成（OJT）
・自衛隊等からの移行支援

ドクターヘリ操縦士としての
飛行時間・訓練支援

・パイロット2名搭乗（飛行時間に算入）
・シミュレータ購入補助

操縦士・整備士の労務環
境・処遇の改善

・労務管理の厳格化、
・タスクシフト
・自動化（異常検知など）の技術開発

整備業務の生産性向上 ・整備基地の集約化と適正配置
・職種の新設とタスクシフト
・遠隔からの基準適合性の確認
・整備士の機種限定の緩和
・整備士、予備機・予備品の迅速な派遣体制



Ⅱ-3：整備士不足時の安全性確保に関する留意事項

１. ドクターヘリへの整備士搭乗は、事業開始以来25年間安定的に運用されてき
た制度であり、急な変更により安全性が棄損されないよう注意を要する。

2. 現在のドクターヘリ搭乗整備士は、点検・整備、操縦士への支援に加え、患者
搬入時の医療クルーへの支援、運航・医療クルー間の情報共有等、多職種連携
においても重要な役割を担っている。

3. 搭乗整備士を他職種と変更する場合には、代替者に十分な事前OJTを行い、
医療クルーとの円滑な協力関係を構築することも重要である。

4. 整備士不在時には、遠方での飛行間点検で問題が生じた場合に備え、代替
機や隣接DH等による支援体制を確保しておくことが望ましい。

5．本邦では、若年人口の急速な減少により、今後様々な専門職の人員不足が想
定される。従って、各専門職への新規参入促進と同時に、生産性の向上、タスク
シフト等を進め、人員不足に対して頑健な体制を構築しておくことが望ましい。



Ⅲ-1：DHの運航組織と情報非対称性
令和7年度厚生労働行政推進調査事業費補助金

：各地域救急医療体制におけるドクターヘリの適正運用と安全運航に関する研究

運航会社

基地病院

・DH運航・整備に関する医療機関の保有情報の質・量は、運航会社より少ない。
・事業主体は自治体（都道府県）だが運航会社との委託契約者は異なる。（A）と（B）

保守・運航 運航委託
運航会社 基地病院

保守・運航

運航委託

自治体

診療委託

パターンA パターンB

契約主体間の情報の非対称性（information asymmetry）に注意

自治体

委託
補助金

国

補助金
患者

診療

患者

診療

国



Ⅲ-2：DH事業の構造的課題と過少供給に至るメカニズム
令和7年度厚生労働行政推進調査事業費補助金

：各地域救急医療体制におけるドクターヘリの適正運用と安全運航に関する研究

情報の非対称性
事業への参入障壁

大きな初期投資

専門人材の必要性

特殊な専門知識

限られた総需要

運航・整備情報の非開示

競争の欠如

厳格な安全管理

契約主体間の目的不一致

事業の寡占化傾向

①安全管理不十分、②供給不足（運休）、➂非効率運用、➃不祥事の隠蔽

救急医療サービスが適切に提供されない

運航・整備の状況が不明



Ⅲ-3：ドクターヘリ事業の委託契約に際して考慮すべき事項
令和7年度厚生労働行政推進調査事業費補助金

：各地域救急医療体制におけるドクターヘリの適正運用と安全運航に関する研究

考慮すべき事項 具体的な対応

①入札の方式 ・運航会社選定時には、安全性を十分に検討できる入札方式
が望ましく、一般競争入札は避けた方が良い。

➁運航会社選定時に確
認すべき事項

・受託運航会社が、ドクターヘリ事業を安全・確実に長期間継
続する能力を有していることを示す指標・項目等を確認する。

③委託契約書に記載す
べき事項

・安全に疑義が生じた際に、委託者（自治体・医療機関）が運航
会社の業務状況について確認する権利。
・運航会社の日本航空医療学会データベースへのインシデント
登録義務。

④公益通報制度の確認 ・受託運航会社において、公益通報制度が適正に運用されて
いることの確認。

⑤ドクターヘリに関する
基礎知識の習得

・委託者が理解しておくべき基礎知識（特に整備に関するもの）。



本日のまとめ

1. DHは各地域の多機関連携により運航され、運航調整委員会が調整を、安
全管理部会が包括的安全性に関する調査・検討を行っている。

2. DHの運用と診療には、5つの専門職種が直接関わり、多職種連携が行わ
れている。

3. 整備士不在時には、遠方での飛行間点検で問題が生じた場合に備え、代
替機等の支援体制を確保しておくことが望ましい。

4. 整備士・操縦士の人材確保には、教育・訓練の支援、労務環境や処遇の
改善が重要。整備業務では様々な方策による生産性向上が必須である。

5. 基地病院・自治体と運航会社間の情報非対称性およびDH事業の寡占化
傾向が、DHにおける様々な課題の根本要因と推定される。

6. 上記課題の一部は、委託契約時の注意によって緩和できる可能性がある。
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